
だのよ」 と言われて、 それがきっかけで出会い

ました。 リトルベビーは県内で年間約 10 人に

1人生まれていますが、 その割合の中、 同じ多

賀町内で、 同じ学年で同じ境遇のお母さんとこ

うして出会えて驚いています。

山本 ： NICU（新生児集中治療室） に通って

いる当時は周りが見えず、 わが子しか見る余裕

がなかったけれど、 今は共通の話題として分か

り合えることが嬉しいですよね。

滋賀県に声を届ける

まちスポ：リトルベビーのお母さん同士の共感

があるのですね。 サークル活動も「仲間が集ま

る場をつくる」という思いから始まったのですか？

小島 ：リトルベビーという言葉を知ったころ、「リ

トルベビーハンドブック」 という低出生体重児向

けの母子手帳のサブブックがあることも知りま

した。 滋賀でもほしいと思い、 他県で取り組ま

れている人に尋ねてみたら、全国のリトルベビー

ハンドブックやリトルベビーサークルの支援をさ

れている板東あけみさんを紹介してもらいまし

た。 板東さんから「まずサークルを作って、 それ

からお母さんたちの要望を集めて、 県へ言って

みたら」 とアドバイスをもらいました。 それをきっ

かけにサークルづくりとメッセージ（要望） 集め

を始めたのです。

まちスポ：リトルベビーハンドブックづくりがサー

クル活動のきっかけになっているのですね。

サークルのつながり方

まちスポ：サークルではどういう活動をされてい

ますか？

小島 ： インスタをフォローしてくださったら、 その

段階でサークルの仲間という感じのゆるい集ま

りです。 交流会などの情報発信をしてつながり

ができています。

まちスポ：交流会は当事者の方が中心ですか。

小島 ： そうですね。 赤ちゃんから 4 歳ぐらい

のお子さんを連れてや、 今まさに赤ちゃんが

NICU で過ごしているというご夫婦もおられま

す。 赤ちゃんを連れて来られるので、 行ける範

囲も限られています。 だから、 できるだけいろん

なところで開催しています。
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当事者のサークルづくり

まちス ポ：2021 年 から始まった「滋 賀の

COAYU」 のご活動ですが、 リトルベビーのお

母さんたちへの呼びかけはどうやって行われた

のですか？

小島 ：2019 年に自分自身が低出生体重児

の母となり、 それをきっかけに同じ状況の人と

話がしたい、 繋がりたいと Instagram（以下、

インスタ） を始めました。 サークル活動への参

加も最初、 インスタで呼びかけました。

まちスポ：2021 年 7 月にサークルの呼びか

けを始められ、 8 月にはオンライン交流会開催

ですね。 仲間はすぐに集まったのでしょうか？

小島 ： インスタをやり始めてから「リトルベビー」

という言葉を知ったのですが、 全国でリトルベ

ビーの活動をフォローされている方もおられ、 そ

ういう方のシェアなどで広がりました。

まちスポ： 仲間の山本さんとの出会いも SNS

ですか？

小島 ：山本さんは、 リトルベビーサークルを作り

たいと私がいろんな人に話していた時に偶然話

をした女性が 「息子の嫁も小さい子どもを産ん

⼭本紀美さん（左）と⼩島かおりさん（右）
リトルベビーとして⽣まれた⼦どもたちも今年 5 歳に
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まちスポ： なるほど、 1 時間ぐらいの移動で集

まれるような場所…というイメージでしょうか。

小島 ：そうですね。 私自身も 2 人目の育児中

なので、 多賀から遠い場所ではあまり開催でき

ていません。今年は運営メンバーに助けてもらっ

て新しい場所でも開催したいと思っています。

できることをできるときに！

まちスポ：運営メンバーもインスタで募集されて

いました。 毎年解散して、 また新たに今年のメ

ンバー募集をするというスタイル、 大変ではない

ですか？

小島：「1 年間、 育休中の間一緒にやりましょう」

という感じで呼びかけています。 毎年、 お花見

から始まってお花見で解散しています。

まちスポ：毎年応募がありますか？

小島 ： 毎年 10 人くらいは集まります。 半分ぐ

らい入れ替わっていて、 遠方の人でも LINE グ

ループでやり取りしています。

まちスポ： 役割分担もされているのですか？

小島 ： みんな育児しながらなので 「できること

を できるときに やりたい人がやる」 というスタン

スで活動しています。

山本 ： 交流会や展示会をしたり、 過去にはリト

ルベビーハンドブック作成の要望書づくりなどを

しました。 私はリトルベビーリボンづくりを担当し

ています。「これならできる」 と手を挙げました。

まちスポ：水引きのモチーフですね。

小島 ： 愛媛で生まれた水引のチャームで、 リト

ルベビーとそのご家族への共感や応援の気持

ちを表しています。 リトルベビーハンドブックを配

布してくれている医療機関には、 リボンとセット

にして配ってもらうようにお願いしています。

山本：交流会の中で 「リボンを結ぶ会」 も行って

います。 交流会などで活動への寄附をお願い

していて、 そのお礼としてこのリボンをお渡しして

います。 寄付は活動資金源でもあります。

リトルベビーハンドブック

まちスポ：リトルベビーハンドブックは皆さんの

活動の成果ですね。

小島 ：2021 年 7 月から活動開始し、 板東さ

んのアドバイスもあり 8 月に県議会議員さんに

話をして、 あれよあれよと 9 月には議会で質

問され、 知事から県で作成すると答弁がありま

した。 県が行った作成のための検討会では、

私も委員になった他、 県内で NICU がある 4

つの病院も加わるなど手厚いメンバー構成で

した。 COAYU のメンバーもオンラインで参加

して、 ほとんど全ての市町の保健師さんもオン

ライン参加され、 意見を出し合って出来上がり

ました。 一緒に考えて作る、 という関係性を作

ることが大切なんです。

山本 ： 表紙は水彩画のワークショップに参加

したみんなの作品が一つに組み合わさってでき

たものです。 滋賀らしさを加えることもこだわっ

て「初めて琵琶湖に触れた日」 を書き込める

欄もあります。

小島 ： すべてのページの下部に、 先輩ママた

ちからのメッセージも書いています。

まちスポ： サークルインスタの QR コードも載っ

ていますね。 SNS や DM などで当事者から

届く問合せにはどう対応されているのですか？

小島 ：まずはお話聞きます。 私もそうでしたが、

同じような経験をした人とつながりたいと思って

いると思うんです。 それだけで安心する人もい

ますし、 困りごとがあったらそのタイミングで連

絡が来ることもあります。 そのときは、 助産師さ

んや保健師さんを紹介したり、 医療機関受診

を後押ししたり、 いろいろな紹介をしています。

解決するのは本人なので、背中を押せるように、

と思っています。

当事者の会の心強さ

まちスポ：当事者同士のつながりは心強いで

すね。

小島 ： サークルを作って同じ立場の人と出会え

て、 話をしながら自分の経験が整理できてきま

した。 自分の赤ちゃんより少し前に生まれた赤

ちゃんや、 先輩ママと出会えることは、 今、 まさ

に育児に取り組んでいるママたちの勇気になり

ます。 突然の早産で混乱している中、 いろんな

人に助けてもらったことを返したい、 という思い

でもあります。

山本 ：入院中の話や、 SSS サイズのオムツが

どこに売っているか、 この先の治療はどうなる

かとか。 交流すると話が尽きません。 近くのお

店情報、 実際はどうなのか、 身近なことが知り

たい。「わかる人」 と出会える場がこのサークル

です。

まちスポ：同じ経験がある人しか共有できない

ことがあるのですね。

小島 ： 毎日 3 時間おきに母乳を搾乳するのは

精神的にきつい時もあります。 誰かに共有した

い。 けどパパですらわかってもらえないこともあ

ります。 そういう同じ体験をしたもの同士だから

こそ分かる気持ちへの共感です。 つながってく

れたら相談も紹介もできると思っています。

山本 ： 実際に COAYU の交流会で出会って

友人になり、 夜中の搾乳中に LINE し合って

いる、という関係も生まれています。うれしいです。

小島 ： 早産をきっかけに人生が変わったという

人もいます。 もっとリトルベビーについて知っても

らえるように、 細く長く活動を続けたいです。

まちスポ：当事者間の出会いの場として、 県内

に広がるといいですね。 大津でもぜひ開催し

てください！ 今日はありがとうございました。

2024 年 4 ⽉ 10 ⽇にお話を伺いました。
※写真提供：滋賀の COAYU
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